





















「かな文字（ひらがな）」で書かれた最古の書物は『土佐日記』（925 年、承平 5 年）と記述したが、文字体系と
しての成立は、平安中期の『宇津保物語』（平安中期 10 世紀後半）ぐらいとされている。（沖森 1989、日本語
学会編 2018）。「かな文字（ひらがな）」は、多くの人々が使っていくなかで形成されていった。現在のひらが
なの形は、1900 年（明治 33 年）小学校令施行規則改正で定められたものである。







米との交渉の結果ローマ字が広まったのである。そして、1867 年、アメリカ人宣教師 J．Hepburn が『和英語
日本語のかな文字とローマ字の歴史
―江戸末期から明治中期にかけて―
History of Japanese Kana and Romaji





のローマ字綴りがのちのヘボン式（ex. sa shi su se so, ta chi tsu te to, ha hi fu he ho, za ji zu ze zo（同じ行
の中で異なった子音が使われる））のもととなった。しかし、1885 年、田中館愛橘は日本古来の五十音図に基












◎ 1867 ・ヘボンが、1863 年に S.R ブラウンが著した『英和俗語辞典』のつづり方に準拠して、
英和辞典『英和語林集成』（初版）を上海で出版（このヘボン式ローマ字一覧が小
泉 1978 にある）。
※ 1867 ・10 月：大政奉還（児玉編 1997）
※ 1868（M1） ・明治維新（児玉編 1997）
・江戸を東京と改称する。明治 20 年代までは「トウケイ」と発音されること多し（日
本語学会編 2018）。
※ 1870（M3） ・大学規則・中小学規則頒布される（児玉編 1997）。
※ 1871（M4） ・文科省置かれる（児玉編 1997）。
・森有礼、米国言語学者ホイットニー宛書簡で英語を標準語とすることを提言（日本
語学会編 2018）。





◎ 1872（M5） ・南部 義籌（なんぶよしかず）が、文部省にローマ字採用に関する建白書を提出し、
国字としてローマ字を採用することを訴える（岡倉 1946、小泉 1978）。

















● 1873（M6） ・「東京仮名新聞」創刊（1 月創刊、2 月廃刊）（日本語学会編 2018）。
・「まいにちひらがなしんぶんし」（前島密）創刊▷ 1874 年廃刊（日本語学会編
2018）。
◎ 1874（M7） ・西周が、『明六雑誌』（1873 年創刊▷ 1874 年 11 月廃刊）に「洋字ヲ以テ国語ヲ書ス
ルノ論」を書き、「日本式前期」のローマ字つづりの見本を示す（土岐 1935、岡倉
1946、小泉 1978、日本語学会編 2018）。




● 1875（M8） ・「平仮名絵入新聞」創刊（日本語学会編 2018）。
・「仮名読新聞」創刊（日本語学会編 2018）。
● 1876（M9） ・「東京絵入新聞」（「平仮名絵入新聞」から改題）創刊（日本語学会編 2018）。
◎ 1876（M9） ・『ローマ字音図』（文科省）刊（日本語学会編 2018）。
● 1877（M10） ・「かなよみ」（「仮名読新聞」から改題）創刊（日本語学会編 2018）。
・「いろは新聞」（「安都満（あずま）新聞」から改題）創刊（日本語学会編 2018）。
※ 1879（M12） ・教育令公布（日本語学会編 2018）。



















◎ 1885（M18） ・1 月：「羅馬字会」がチェンバレン、外山正一、矢田部良吉、神田乃武等によって






















◎ 1886（M19） ・ヘボンが和英辞典『和英語林集成』（第 3 版、丸善商社）を著す。和英の部の主見出し、
英和の部の全訳語がローマ字で掲出されている。このとき上記の「羅馬字会」のつ
づり方を採用したのだが、これが「ヘボン式ローマ字」（標準式）と呼ばれるよう
になったゆえんである（岡倉 1946、小泉 1978 にその一覧表がある）。












◎ 1891（M24） ・井上哲次郎が、『羅馬字雑誌』でローマ字説を発表（日本語学会編 2018）。
◎ 1892（M25） ・ヘボン帰国
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